
10清水町議会だより
平成30年11月　155号

議会報告会と町民との意見交換会　結果報告

質疑、意見提言等 調査、検討結果
・ 住民との接点を問題視する意見もあり、議会の質の
あり方、議論を分かりやすいように進めることを住
民は期待している。
・ 議会（議員）と住民の接点について、より距離を縮
めていくような工夫、努力が必要かと思う。議員力
アップにつながることでもあり、議場での住民に分
かりやすい理論構成に満ちた質問により、自然に住
民は引きつけられていき、議会に関心を示していく
ことにもなる。長い道だが、その辺を期待している。
住民全ての理解を得ることは困難だが、議会活性化
特別委員会の活動を評価している。

・ 住民との接点は議会報告会と町民との意見交換会な
どに取り組んでおり、更に広報広聴活動の充実に向
けて新たに広報広聴常任委員会を設置している。
・ 議員力については、研修受講の継続等により町民の
期待に応えていきたい。

・ 年金の話もあるが、意見書を提出したと聞いている
ので、全体的に説明できるように対応してほしい。

・ 議員のなり手不足の一方策として、全国町村議会議
長会からの要請に基づき、平成29年３月に「地方議
会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書」を国
へ提出している。

・ 意見・提言の聴取とあったが、発言した人への反論
的な答弁もあったと思うので残念。

・ 議会内での調査・検討結果の説明を行ったが、今後
は注意して進めていきたい。

・来年は飲み物を出してほしい。 ・ 執行側の懇談会でも飲み物の提供は行っておらず、
期待に応えられない。

議会に対するもの②（議会運営委員会で調査、検討）

質疑、意見提言等 回　　答
・議長会の十勝標準の金額はいくらなのか。 ・ 十勝町村議会議長会で報酬議論の材料になるように

十勝標準の数字を示した。活動を調べて月額を試算
している。（議員は222,000円）

・ 報酬は仕事に対する対価とのことで、今まで３回下
げた理由を聞きたい。

・ 平成13年頃から清水町の行財政改革が始まり、職員
の給与削減、使用料の負担増と並行して、議会も定
数を13名に減らし報酬も下げている。

・ 定数は現在13名だが、活動のボリュームとして足り
ないのか多いのか、議員の感覚を聞かせてほしい。

・ 議長を除いた12名で２常任委員会を構成している。
委員会は６名で委員長のほか５名で議論となるが、
委員長のほか４名だと意見が分かれた時に難しい要
素があり、これ以上減らせない。
・ 13名が理想的。11名・９名・７名になると議会活動
が行えなく、なおさら議員のなり手がいなくなる。
・今の13名がちょうどいい。人口からみても妥当。
・ 財政難の中で議員定数を減らそうとなった。その時
に委員会活動が重要となり、委員会を６人にすると
採決する時に奇数で、町の規模からも13人で議会活
動は可能となった。
・ 議員になる前に18名の議員数を９名・11名にとの請
願を出し、最終的に13名になった。議員になって活
動すると奥深いものがあり、町民との対話が大切で、
減らせばいいというものではない。

・ 住民との接点を考えると、政務活動費を研究する必
要があるのではないか。

・ 報酬を上げて政務活動費もというのは、「町議会はよ
くやっている、活動している」という時期ならいいが、
今はその時期ではないとの結論になった。

会場で回答済みとした項目

11 清水町議会だより
№155　2018年11月

質疑、意見提言等 調査、検討結果
・ 昨年は高齢者の運転免許証自主返納がテーマだった。
議会として環境整備を検討するような話だったが、
その結果を聞きたい。

・ 高齢者運転免許証自主返納者への支援として、タク
シー乗車券の発行、コミュニティバスの無料乗車（２
年）の取り組みが行われており、議会としても今後
の取り組みを見守っていきたい。

・ ごみのペットボトル、洗わない人もいる。あれは業
者がやり直している。
・見ているが、いい加減にやっているだけだ。

・ 一般家庭から排出されるペットボトルの資源ごみは、
中身に汚れがあるものは収集しておらす、収集して
から委託業者が洗浄することは考えられない。

町政に対するもの②（厚生文教常任委員会で調査、検討）

平成29年意見・提言等 平成29年調査、検討結果 平成30年検証結果
・ドローンについて提案したが、現状は。 ・ ドローンは平成29年度

に防災備品として購入予
定であるが、貸し出しの
要望もあるため、使用方
法を定めて運用するよう
執行側へ伝える。

・ ドローン貸出要綱を平成
30年７月に作成している。

・ 防災訓練を行うべきで、自衛隊をより有効に活用す
べきである。

・ 防災訓練は非常に重要な
ことで、今後の必要性を
執行側へ伝える。

・ 関係機関や町民も参加し
ての清水町総合防災訓練
が９月23日に開催される。
（開催済）

昨年の意見・提言等で執行側へ対応を求めた項目の検証結果

貴重なご意見等をいただき、ありがとうございました。

議会報告会と町民との意見交換会　結果報告

質疑、意見提言等 調査、検討結果
・ 高齢社会になって、病院に行く、買い物に行く等で
車に乗る機会が多い。清水町は高齢者の足をどのよ
うにするのか。
・ 清水高校スクール線は自分の行くところで降ろして
もらえない。都合のいいところで乗り降りできる方
法を考えてほしい。この問題は即やってほしい。

・ 地域公共交通として市街地のコミュニティバス、農
村部の予約型乗合タクシー、清水高校スクール線活
用の清水帯広線バスを運行しており、現在の取り組
みを更に周知して利用促進を図るよう執行側へ伝える。
・ 清水帯広線バスのフリー乗降は、使用車両や料金な
どの課題がある。

・ 緑化事業はどうなっているのか。みんな枯れている、
何のために木を植えているのか。どこでも枯れている。
・ あんな切り方は誰がするのか。業者の金儲けのため
にやっているのではないか。

・ 町道の街路樹剪定は専門業者へ委託し、枯れてしま
ったものは伐採しており、農村部の道路にはみ出し
た樹木は、維持管理の中で剪定している。

・御影でひどい臭いがする。牛ではなく豚。
・市街地はしない。

・ 御影地区における豚の臭いに関する苦情は届いてい
ない。

・ 除雪の開始時間が遅すぎる。９時や10時で会社に行
くのに間に合わない。

・ 除雪作業は基準により行っているが、降雪の状況に
よっては作業開始時間を変更するなど、臨機応変に
効果の高い除雪作業を行うよう執行側へ伝える。

・ 草刈り、電柱の周り等は機械が入らないのでそのまま。
業者は請け負っており、きれいにやるのが当たり前で
はないか。

・ 路線によって草刈りを行っているが、機械車両で草
刈りをする場合、基本的に電柱周りは刈っていない。

町政に対するもの①（総務産業常任委員会で調査、検討）


